
神戸市
 

 

科目名：

曜日時限

担当教員

研究室：

オフィス

E-mail: 
URL: w
 

 

１．主題

「失われ

激変して

てしまうか

の逆のア

況や今や

理解を深

民・人材

 

この講義

ング課題

となって

理解の仕

ス内ディ

付けてい
 

２．評価

出席（20
授業発表

前期・後

 

３．履修

 ７回

 授業

 一方

学び

 リー

文献

ラス

市外国語大

： 専攻英語

限： 火曜 1 限

員： 中嶋 圭

： 研究棟８

ス・アワー：随

info@knaka
www.knakash

題と目標 

れた 10 年」が

ている。この講

かもしれない

アプローチも

やるべきこと

深め、批判的

材の育成を目

義は、「専攻英

題の内容、量

ているのに対

仕方、背景知

ィスカッション

いただくことを

価の方法・基準

0%）：（出席

表・参加態度

スト(ML)上で

アクション・ペ

数）×30 
後期レポート（

れぞれの学

る。 

修にあたって

以上の欠席

業に関する連

方的なレクチ

びあうことを重

ディング課題

献・データなど

メイトと共有す

大学 学部

語 III 講読[３

限 

圭介（法経商

８０７号室 
随時（事前にメ

ashima.net （授

hima.net （教員

がいつしか 20

講義では、2

い地球規模課

もある。つまり

が明確にな

的思考と建設

指す。 

英語 IV 購読

量、講義のスピ

し、3 回生の

知識の追加リ

ンを通した意

を目的とする

準 

回数）÷（通

度（30%）：毎

でのコメントが

ペーパー」提

（各25%）：20
学期末に課す

ての注意 

席者に単位は

連絡回覧等の

ャーや知識の

重視する。 
題を読んで考

ど（「リアクショ

する。発表担

部英米学科

３]－Ｇ1（通年

商コース・准教

メイルでアポを

授業に関する

員の個人ウェ

0 年を越え、

2025〜30 年

課題に関する

り、国境や時

る。この講義

設的議論によ

読[3]-G1」の

ピード、発表

の講義では、

リサーチの仕

見発表・交換

。 

年授業回数

毎回の講義の

が1/3、クラス

提出が2/3、ク

000~3000字

す。40点満点

は認めない。欠

のため、常時

の詰め込みで

考えたこと、疑

ョン・ペーパー

担当者は、M

1 

科 2013 年

年科目） 

教授） 

を取ってくだ

る質問、欠席

ェブ。シラバス

内向き・短期

年の将来を見

る英語文献を

時間を越えて遠

義では、この後

って解決策

の内容と直接

表やコメントで

リーディング

仕方、発表担

換の仕方など

数）×20 
の評価点を「

ス発表が2/3を

クラス出席が

字（日本語。希

点で採点し、こ

欠席する際に

時使用可能な

ではなく、教

疑問に思った

ー」）を、授業

MLで他のクラ

年度コース

ださい） 
席連絡、教員

スの最新版、

期志向を強め

見通し、その時

を講読する。温

遠く先へ目線

後者の知的訓

を求める力を

接リンクしてい

で求められる水

グ課題の分量

担当者の解説

どを、ゆっくり

１」とした場合

を占める。発

1/3を占める

希望すれば、

これをそれぞ

には、事前に

なPCメイルアド

教員と学生間

たこと、自分

業前夜までに

ラスメイトの「リ

20

ス・シラバス

員とのアポ用）

、関連資料の

める日本をよ

時代までに世

温故知新とい

線を向けるこ

訓練を通して

を養うことによ

ます。4 回生

水準などから

量を少し減ら

説の仕方、メー

り目に、丁寧

合、発表担当

表担当者以

。（評価点合

英語でも提出

ぞれ各25点分

にメイル連絡す

ドレスを初回

の質疑応答

のリサーチで

に、メーリング

リアクション・

013 年 4 月 1

ス 

） 
の掲載用） 

そに世界は

世界を根本的

いう言葉があ

ことで、今日の

て地球規模課

よって、グロー

生の講義は、

らより応用編

らし、体系的な

ーリング・リス

寧に指導しな

当者は、メー

以外は、ML上

合計）÷（通年

出可）のレポ

分の評価点に

すること。 
回授業で提出

答、学生間の議

で見つけた興

グ・リスト(ML)
ペーパー」に

6 日現在 
火曜１限 

ますます

的に変え

あるが、そ

の世界状

課題への

ーバル市

リーディ

、実践編

な文章の

ストやクラ

がら身に

リング・リ

上での「リ

年授業回

ポートをそ

に換算す

出すること。

議論から

興味深い

で他のク

にコメント



を返

がリ
 
４．教科

米国戦略

トナーシ

事（英Ec
まで、あ

 

５．指定

なし。講

体的、効

 

６．担当

上述した

提出を求

予習が必

のクラス

 

予習やク

こだわっ

っかりつ

て理解し

目指して

 

英語読解

えてくだ

社会に出
 

７．テー

リーディ

のウェブ

可能性が
 
 
Revolu
 - Wor
 - Glob
 - Inter
 - Urba
 
Revolu
 - Food
 - Wate
 - Ener
 - Clim
 
 

返す。このよう

ーディング課

科書 

略国際問題研

シップによって

conomist 誌
あらゆる英文資

定図書 

講義前半は、教

効率的に背景

当教員より一言

た「リアクショ

求められると

必要になりま

スより多めです

クラス内では

ってテキストに

つかみ、背景

し、自身の意

てください。 

解能力を鍛え

ださい。一年の

出て英語を使

マ概要 

ィング課題リス

ブサイトに掲載

がある。 http

ution 1: Pop
rld Populatio
bal Aging 
rnational M
anization 

ution 2: Res
d and hunge
er 
rgy 

mate change

うなオンライン

課題を要約、

研究所 (CSI
て開発した教

、米Foreign 
資料にあたっ

教員が背景資

景リサーチす

言 

ン・ペーパー

いうことは、発

ます。課される

す。要するに

は高い水準の

に意識を埋没

景知識が足りな

意見も踏まえて

えつつ、視野

のり切った方

使って働くた

ストを含むシ

載する。授業

p://www.kna

pulation 
on Growth 

Migration 

source Man
er 

e 

ン上の双方向

解説し、さら

IS) が、全米

教育プログラム

Policy誌、他

ってもらう。オ

資料を提示す

するスキルを身

ー」（文章にし

発表担当者も

るリーディン

、「かなりきつ

のパフォーマ

没させてしま

なければ主体

てそれらを口

野を広げ、知

方には、4回生

めに役立つ

ラバス詳細版

業の進度に応

akashima.ne

nagement

2 

向の意見・情

らに理解を深

公立大学協

ム (The Sev
他）、シンクタ

オンラインで入

することもある

身につける。

して1〜2段落

もそうでない

ングは、比較的

ついクラス」に

ンスを求めま

まうのではなく

体的にリサー

口頭や文章で

知識を増やし

生の応用編、

何かを身につ

版は、クラス

応じて内容を

et/lectures

Rev
 -
 -
 -
 -
 
Rev
 -
 -
 
 

情報交換を経

深めるためのデ

協会 (AASCU
ven Revoluti
ンク・政府・国

入手可能なも

る。やがてそ

 

落程度の分量

い人も、最低限

的高度な内容

になることを覚

ます。それは

く、体系的に

ーチして補い

で表現できる

し、表現力を磨

、実践編につ

つけたと実感

のメーリング

を変更したり

volution 3:
Social Netw
Genetics an
Information
Future of W

volution 4:
Economic C
Income Ine

20

経た上で、授業

ディスカッショ

U) とNew Yor
ons) をベー

国際機関の報

ものを中心に

その頻度や量

量）をメーリン

限自身のコメ

容のものもあ

覚悟しておい

はつまり、一行

読みながらそ

い、得た知識

る（日本語でも

磨く実践的な

つなぐ知的基

感していただ

グ・リストで回覧

、新しい文献

Technolog
working 
nd Biotechn
n Managem

Work 

Economic 
Convergenc
quality  

013 年 4 月 1

業当日、発表

ョンをリードす

rk Times 紙
ースにして、メ

報告書から学

に使用する。 

量を減らし、各

ングリストでほ

メントを書ける

あり、分量も他

いて下さい。 

行一行の英文

その構造や

識を整理し、噛

もよい）ところ

なトレーニン

基礎体力だけ

だけると思いま

覧するととも

献と差し替え

gy & Inform

nology 
ment 

c Integratio
ce 

6 日現在 
火曜１限 

表担当者

する。 

とのパー

ディア記

学術論文

各自が主

ほぼ毎回

る程度の

他の購読

文直訳に

要点をし

噛み砕い

ろまでを、

グだと考

けでなく、

ます。 

に、以下

えたりする

mation 

on 



８．講義

【 講義 2

   ↓ 

【 講義前

   ↓ 

【 講義当

教員：出

発表担当

共有した

全体ディ

 

*前期初

コメントが

スタイル

 

９．メーリ

本講義で

トを使用

 

【登録方

ックすれ

 

【メイル配

ML Ad
 
(注意) リ

 

例）4月1

 
【ウェブ上

ています

で登録し

URL: h
 
 

義の進行の仕

2 日前 9 PM

前日 9 PM 】発

当日】 

出欠確認・講義

当者：持ち時

たい他のデー

ィスカッシ

初めは、担当

が入る。後期

ルに移行する

リングリストの

では、リアクシ

用しています。

方法】 初回授

れば、登録が完

配信の仕方】

ddress: ga

リアクション・ペ

16日の講義―

上でのメイル

す。閲覧する

している場合

http://grou

仕方・時間配分

M 】発表者以外

発表者からク

義内容への

時間の半分を

ータや文献、

ョン（残り

教員からリー

期にかけて、

。 

の使い方 
ションメールの

。 

授業でPCアド

完了します。

】 登録したメ

aidai_ML1

ペーパーを送

――13-04

ル閲覧の仕方

ためには、g
合は、新たに閲

ups.google

分* 

外の「リアクシ

クラスメイトへ

導入（5～10

を担当文献の

自身のコメン

時間 20～30

ーディング課題

上述のような

の提出・共有

ドレスを提出

 

メイルアドレス

11@googl

送る際に、指

16_Popula

方】 ML上で

gmailのアカウ

閲覧用のアカ

e.com/gro

 

3 

ション・ペーパ

への「コメント」

0 分） 

の要約・要点の

ントなどで使う

0 分） 

題の予習・発

な発表担当の

有やクラス告知

出。Google Gr

スから、専用

legroups.c

指定された「件

ation 

で配信されたメ

ウントを作成し

カウントを作成

oup/gaidai

パー」締切

締切 

の解説、残り

う。（15～20 分

発表の仕方、

の学生が中心

知のために「

roupから招待

のメイルアド

com 

件名」を使用

メイルは、Go
し、ログインす

成する必要は

i_ML11 

20

り半分を追加

分×3 人） 

内容につい

心になってク

「Google Gro

待メイルが届き

ドレスに送信す

してください

oogle Groupの

する必要があ

はありません

013 年 4 月 1

加リサーチを踏

いてより丁寧な

クラスをリード

oup」のメール

きます。「承諾

する。 

い。 

のウェブ上に

あります。ML
ん。 

6 日現在 
火曜１限 

踏まえて

な指導や

ドしていく

ルングリス

諾」をクリ

に残され

Lにgmail


